








歴史地理学調査報告 額6号 8ト941994   
戦国期秩父谷口集落における町場の形成  
一大里郡寄居町における鉢形と寄居一  





















Ⅱ 鉢形城下の形成  
1）鉢形城附の中心地一白岩村－   
『新編武蔵風土記稿』に記された鉢形町の説明  
には次のようにある。  
鉢形町は昔，鉢形機附の町にして，非常なる繁栄   
の地であったが．城が磯せられてから自然に衰退  
し，その後，木持・白岩・関11い甘粕・内宿・立   
原の六力村に分かれた。しかし今なお民家が軒を   
連ねて町並みをなし，総称して鉢形町と呼ぷ（後略）   
（筆者読み下し）  







南から軋 さらに北カにかけて外秩父の山々が連  









児玉郡児玉町方面へと抜けていく。   
寄居町赤浜の塚田には，部落で祀る三嶋神社に  

































































能をそなえた場であったと考えられる。   
しかしこの白岩村で開かれていた六斎市は，江  
戸時代中期，享保期を迎える頃には，さっぱり振  








































































































しよう。   
白岩村は先述したように，荒川扇状地を侵食し  
ー83－   

































ならないだろう。   








（イ） 下地方，  






－85－   
第1表 小薗の白岩惣次郎分の検地  
地   目  反   別  分  鏡  田  1町3反105歩  6貰647文  畠  1町  90歩  2貰50文  田当年開き分  1反  310歩  900文  島当年不作分  2反  270歩  550史   
「白岩惣次郎御検地・・・1・・一枚許」（永禄11年）  










であったことを示唆している。   












写寅 浄福寺の板碑（1994年1月撮影）  
（元亀3年・1572）  
（ロ） 知行方   
拾九貫八百六十文   小薗自署弥三郎分，  
百四十文  同所 同又三郎分，  




（象印・禽邦ヰ邑福）  元  
栄西  
町田雅楽助殿8ゝ  



































ずれも1～2軒である。   
こうしてみると，小薗では石田と松村の2つの  
イッケがその成り二立ちの中心をなしていることが  




























































































Ⅱ 寄居町と江戸  
1）江戸へ向かう物の流れ   
鉢形城下と荒川をはさんで対岸の段丘上に寄居  
の町場がみられる。江戸時代初頭，この町では4  
w 88－   
第3図 鉢形町絵図  
（天保10年，  
（白岩村・木持柑の部分）  
射．キ町岩田家文番より作成）   
みて，すでに慶長期には秩父郡内の村々で生産さ  
れた物賓が集中的に江戸へ向けて送り出されてい  













る。   
寄居町で延宝3年（1675）に定められた馬荷物の  
駄賃覚えには121，その送り先として「牧西・－  





1保田原 2瀧上 3岩田 4野上 5井戸 6出牛 7金峰 8菅野 9大淵  
10野巻 11′ト柱12黒谷13久畏14堀切15吉田町16伊古田17品川  
18大野原19井上 20下吉田 21蒔田 22矢畑 23小鹿野町 24般若 25寺尾  
26横瀬 27大宮 28長留 29久那 30下影森 3レj、野原 32上田野 33敬川  
34白久 35上吉田 36上飯田 37滞 38小森 39大瀧   















－，一本木まで， よろず荷物壱駄につき七十二文  










ー 90 －   
ら当地域へもたらされる品物も存在した。「塩・  










































































預かり主 伝九郎母  
ー91－   
同   権二郎 ㊥  













たと見るほうが自然である。   
さて，この手形では，「跡敷」を渡された3人  
（母・権二郎・六之助）と地主与五兵衛の間で，3  




















人を戻して百姓をさせることができた。   
一方，逆に伝九郎が江戸で生活に行き詰まった  
場合には，彼は寄居の屋敷に戻り，かつての田畑  
























































































－1614）前後と考えられるのである18）。   
一方，秩父の荒川右岸の村々では秩父大宮を経  
て，定峰峠・正丸峠を越えて川越・松山・飯能方  











付 記  
本稿を作成するにあたっては寄居町教育委員会社   
会教育課の皆様に資料の閲覧に多大なる御協力をい   
ただきました。また，現地での聞き取り調査などに   
閲しましては，寄居町鉢形・小園地区の方々にお世話   
になりました。歴史地理学実習時には大沼宜規氏の   
協力を得ました。ここに記して深く感謝いたします。   
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